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緊急事態宣言は解除されましたが、教育センターでは検温、消毒、マスク着

用、ソーシャルディスタンスの確保等、引き続き感染防止に努めてまいります。

ご理解とご協力のほど、よろしくお願いします。 

さて、今年の夏は東京オリンピック・パラリンピックが開催され、国境を越

えたスポーツの素晴らしさを感じることができたのではないでしょうか。 

埼玉県は体力向上に向けた合い言葉として 

「コツコツときたえた体は たからもの」 

を掲げています。例年、小中学校では、年度初めに体力テストを実施しており、

５０ｍ走、立ち幅跳び、ソフトボール投げ、２０ｍシャトルラン／持久走、反

復横跳び、握力、上体起こし、長座体前屈の８種目について体力を測定してい

ます。さやまっ子の体力が向上することを願っております。 

また、１０月は、スポーツ庁が実施する「体力つくり強調月間」となってい

ます。「体力つくり強調月間」は、１９６４年（昭和３９年）の東京オリンピッ

クを契機として、１９６９年（昭和４４年）からスタートしました。体力は健

康に生活を営む基盤となる力となります。今はまだ、コロナウイルス感染防止

のために三密を避けるなど、様々な配慮が必要です。しかし、暑さもやわらぎ、

過ごしやすい気候になったところで、適度に体を動かし、体をきたえることで、

スポーツの「楽しさ」「喜び」を味わってもらいたいと思います。 

さやまっ子には、小

中学校時代にコツコツ

としっかりと体をきた

え、生涯にわたって「た

からもの」となる体を

つくってもらいたいと

願っております。          教育センター 窓口（１０月） 


